
海
淡 人と企業とNPOをつなぐ市民情報交流誌

●発行日／ 2017年12月1日　●発行所／公益財団法人 淡海文化振興財団
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二
十
周
年
記
念
特
集

20th
Anniversary

淡海ネットワークセンター設立20周年記念事業
社会の期待に応えるNPOの覚悟

～淡海ネットワークセンター新たな旅立ち～

積
水
化
成
品
工
業（
株
）

コ
ー
プ
し
が

（
株
）ナ
カ
ザ
ワ

元
三
フ
ー
ド（
株
）

（
有
）豆
藤

比
良
里
山
ク
ラ
ブ

マ
イ
マ
マ
・
セ
ラ
ピ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス

山
田
督

（
当
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

三
日
月
知
事

び
わ
こ
豊
穣
の
郷

お
う
み
犯
罪
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー

▲�表彰式後、未来ファンドおうみの寄付者の皆様と三
日月知事と共に記念撮影。「最近は厳しい世の中で
す。企業としても社会に貢献されている活動に少し
でも応援できればと思っています」と企業の方から
も応援コメントをいただきました。

※SDGs（Sustainable Development Goals）持続可能な開発目標
2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のため
の2030アジェンダ」にて記載された2016年から2030年までの
国際目標です。持続可能な世界を実現するための17のゴール・
169のターゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残さ
ない（leave no one behind）ことを誓っています。SDGsは発展
途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）
なものであり、日本としても積極的に取り組んでいます。

（外務省ホームページ 2017/10アクセス）
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/about/doukou/
page23_000779.html

　

淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
公
益

財
団
法
人
淡
海
文
化
振
興
財
団
）
は
、
本

年
設
立
二
十
周
年
を
迎
え
、
九
月
二
十
三

日（
土
・
祝
）に
記
念
事
業「
社
会
の
期
待

に
応
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
覚
悟
～
淡
海
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
新
た
な
旅
立
ち
～
」
を

開
催
し
、
設
立
二
十
周
年
を
記
念
し
た
滋

賀
社
会
貢
献
活
動
知
事
表
彰（
二
団
体
）

な
ら
び
に
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

大
賞
表
彰（
三
団
体
）
の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。　

表
彰
式
の
前
に
山
田
督
当
財

団
理
事
長
の
挨
拶
、
続
い
て
三

日
月
滋
賀
県
知
事
か
ら
は
、
国

連
の
新
た
な
持
続
可
能
な
開
発

目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
取
り
組

み
に
都
道
府
県
と
し
て
は
じ
め

て
参
画
す
る
こ
と
を
表
明
し
た

こ
と
を
受
け
て「
誰
一
人
取
り

残
さ
れ
な
い
社
会
を
滋
賀
県
か

ら
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
作

ろ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
淡
海
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
が
中
核
に

な
っ
て
、
県
内
の
活
動
団
体
が

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
関
わ
り
な

が
ら
、
さ
ら
に
滋
賀
県
を
一
緒

に
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
表
彰
団
体
が
活
動
発
表
を
、

記
念
講
演
で
は
同
志
社
大
学
の
浦
坂
純
子

教
授
に『〈
普
通
に
働
く
〉
か
ら〈
普
通
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
〉
へ
～
色
々
な
ヒ
ト
が
様
々
な
カ

タ
チ
で
力
を
発
揮
す
る
世
界
～
』
と
い
う

演
目
で
講
演
い
た
だ
き（
内
容
は
二
頁
～

五
頁
）、
二
十
年
の
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
県
内
の
活
動
団
体
や
企
業
と

共
に
あ
ゆ
ん
で
い
く
た
め
の
方
向
性
を
共

有
す
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
市
民
活
動
を
考
え
る
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20周年記念特集●これからの市民活動を考える

大阪府生まれ。専門は労働経済学。
労働市場の流動化を背景に、労働
者が生涯にわたって様々な移動
を繰り返しつつ持続的にキャリア
を形成する過程を、学校、企業、
NPO、創業、インターバルなどの
キャリアステージを拠点に分析
し、社会における適材適所の達成
を考究。主著『あなたのキャリアの
つくり方-NPOを手がかりに』『な
ぜ「大学は出ておきなさい」と言わ
れるのか-キャリアにつながる学
び方』（いずれも筑摩書房）他。（公
財）淡海文化振興財団評議員。

浦坂純子（うらさか　じゅんこ）さん

●プロフィール●

＜普通に働く＞から＜普通にNPO＞へ
色々なヒトが様々なカタチで

力を発揮する世界
同志社大学社会学部　教授　浦坂純子さん

記念講演
Part.1

1回目：2004～ 05年実施　郵送調査
　　　　NPO法人3,495団体・活動者2,200名が回答
2回目：2014年実施　WEB調査
　　　　NPO法人2,720団体・活動者4,165名が回答

詳細は、労働政策研究・研修機構による以下の報告書を参照のこと。
　労働政策研究報告書No.60『NPOの有給職員とボランティア』2006年
　労働政策研究報告書No.82『NPO就労発展への道筋』2007年
　労働政策研究報告書No.183『NPOの就労に関する研究』2016年

●調査について

　

私
は
、
同
志
社
大
学
で
二
十
年
近
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
研
究
を

し
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
２
回
の

大
規
模
調
査
に
基
づ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
活
動
す
る
人
、
働

く
人
の
実
態
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
、
ま
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
が
ど
の
程
度
広
が
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
何
が
課
題
で
、
ど
ん
な
支
援
を
必
要
と
し
、
今
後
の

論
点
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、
ご
一
緒
に
考
え
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、
社
会
人
は
生
計
を
立
て
る
た

め
に
働
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
が
、
普
通
に
働
く
こ
と

の
厳
し
さ
が
増
す
中
で
、
そ
の
変
化
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
も
見
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

一
回
目
と
二
回
目
の
調
査
の
比
較
か
ら

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
人
員
構
成

　

一
回
目
の
調
査
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
平
均
人
数
が
約

二
十
五
人
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
回
目
の
調
査
で
は
約

四
十
五
人
に
増
え
て
お
り
、
団
体
規
模
が
拡
大
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
内
訳
を
見
る
と
、
団
体
規
模
の

拡
大
に
見
合
う
人
員
増
が
あ
っ
た
有
給
の
正
規
職
員
、
非

正
規
職
員
に
対
し
て
、
役
員
が
構
成
比
を
下
げ
た
分
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
そ
れ
を
上
回
る
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
お
け
る
正
規
職
員
の
年
収
変
化

　

一
回
目
の
調
査
か
ら
二
回
目
の
調
査
に
か
け
て
、
年

収
が
高
い
人
で
三
〇
一
．
一
万
円
か
ら
三
七
八
．
二
万
円

に
、
低
い
人
で
も
一
七
三
．
五
万
円
か
ら
二
一
一
．
一
万

円
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
の
十
年
間
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
お
け
る
正
規
職
員
の
年
収
は
着
実
に
上
昇
し
、
同
規
模

の
企
業
で
働
く
人
と
ほ
ぼ
遜
色
の
な
い
水
準
に
到
達
し

て
い
ま
す
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
生
み
出
さ
れ
る
付
加
価
値
額

　

二
回
目
の
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た
山
内
直
人
・
大
阪

大
学
教
授
の
推
計
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
生
み
出
さ

れ
る
付
加
価
値
額
は
約
八
，
九
二
一
億
円
で
あ
り
、「
旅

館
・
ホ
テ
ル
」の
約
九
，
八
六
六
億
円
に
匹
敵
す
る「
一
兆

円
産
業
」に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
日
本
社
会
の
中
で
無

視
で
き
な
い
存
在
感
を
持
ち
、
相
当
大
き
な
雇
用
の
受
け

皿
に
な
る
力
を
秘
め
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
た
だ
し
、
対

価
が
得
や
す
い
保
健
・
医
療
・
福
祉
や
委
託
事
業
が
多

い
ま
ち
づ
く
り
等
を
手
が
け
る
団
体
の
ほ
う
が
有
給
職

員
を
雇
用
し
や
す
く
、
付
加
価
値
額
の
多
く
を
有
給
職
員

が
生
み
出
し
て
い
る
一
方
で
、
対
価
が
得
に
く
い
農
村
漁

村
・
中
山
間
地
域
振
興
や
災
害
救
援
、
人
権
擁
護
等
を
手

が
け
る
団
体
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
付
加
価
値
額
の
多

く
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。
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　2000年に全国16番目の支援センターと
して守山市に開設。2008年、大津市に移転。
犯罪被害者やその遺族に対する電話・面接相
談から直接的支援へと活動範囲を広げながら
先進的な事業展開に取り組んできた。
　2014年に性暴力被害者を総合的にケアす
るホットライン「SATOCO」を立ち上げ、24

時間365日被害者に対応できる体制を構築。相談件数
は年々伸び続け、2016年には都道府県の人口比率で
全国第一位となる。専門的な厳しい訓練を受けたボラ
ンティア相談員が対応。そのお気持ちから聞かせてい
ただき、裁判所や病院等への付き添い、亡くなられた方
へはお花やお手紙も届けている。今年度は県と民間と
の協働事業で県内6か所の巡回相談・パネル展示会を
実施し、センターの活動のさらなる拡大に努めている。

　赤野井湾の水質改善と豊かな生態系、
ふるさとの再生などを目的とし、1996
年に豊穣の郷赤野井湾流域協議会として
活動を開始。
　2004年にNPO法人取得、2014年
に認定NPO法人となる。目田川のモデ
ル河川づくり、赤野井湾クリーン大作戦、

オオバナミズキン
バイ除去活動、市内河川の水質調査、子どもを対象と
した「水辺の楽校」や「赤野井湾探検会」などの自然観
察事業、水生生物調査等に取り組んでいる。
　また、守山市ほたるの森資料館を運営するほか、イ
ベント「守山ほたるパーク＆ウォーク」を実施。素晴
らしい琵琶湖を守るため持続可能なNPOを目指し活
動を展開している。

あ
っ
た
よ
う
に
、
東
日
本
大
震
災
も
ま
た
日
本
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
の
転
換
点
と
な
る
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
特
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の「
働
き
方
」
に
ど

の
よ
う
な
変
化
が
表
れ
た
の
か
に
注
目
し
ま
し
た
。
調

査
の
回
答
者
の
う
ち
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
震
災
以
前
に
開
始

し
た
人
を〈
震
災
以
前
〉、
以
降
に
開
始
し
た
人
を〈
震
災

以
降
〉と
し
、
特
に
震
災
を
き
っ
か
け
に
開
始
し
た
人
を

〈
震
災
契
機
〉と
分
類
し
て
比
較
し
ま
し
た
。

（
分
析
は
左
頁
の
グ
ラ
フ
を
参
照
）

●
震
災
以
前
・
以
降
・
契
機
の
比
較

　
〈
震
災
以
前
〉
は
比
較
的
年
齢
が
高
く
、
既
婚
で
介
護

等
の
経
験
も
あ
り
、
経
済
的
に
ゆ
と
り
が
あ
る
の
で
無

償
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
活
動
し
た
い
と
い
う
姿
が
浮
か
ぶ
一

方
で
、〈
震
災
以
降
〉
は「
働
く
」
と
い
う
意
識
が
強
い
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
特
に〈
震
災
契
機
〉
は
被
災
当
事

者
が
多
く
、
震
災
で
失
職
し
て
支
援
活
動
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

入
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
＝
仕
事
と
い
う
側
面
が
強
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。震

災
を
き
っ
か
け
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
く
選
択
肢
が
根
付
い
た
？

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
仕
事
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
一
因
と
し

て
、
震
災
の
支
援
活
動
に
注
力
し
、
継
続
す
る
た
め
に
も

仕
事
と
し
て
取
り
組
み
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
復
興
が
進
ん
で
も
活
動
を
続
け

ら
れ
る
か
、
復
興
支
援
金
が
な
く
な
っ
て
も
有
給
職
員
の

雇
用
が
保
障
で
き
る
か
等
の
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
若
者
を
中
心
に「
人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た

第
一
回
目
の
調
査
か
ら
分
か
っ
た
こ
と

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
動
機
づ

け
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
や
利
他
心
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
き
ち
ん
と
し

た
処
遇
改
善
に
向
け
て
の

努
力
が
有
効
で
す
。
そ
れ

ゆ
え
、
団
体
は
財
政
基
盤

を
固
め
て
賃
金
面
に
し
わ

寄
せ
し
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
、
活
動
者
本
人
が
望

む
形
態
で
の
活
動
を
保
障
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
行
政
に
は
、
社
会
的
意
義
や
需
要
が
あ
っ
て
も

対
価
や
寄
付
が
得
ら
れ
に
く
い
事
業
に
取
り
組
む
団
体

に
対
し
て
、
委
託
事
業
等
を
通
じ
た
働
き
か
け
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

森
絵
都
さ
ん
の『
み
か
づ
き
』
は
、
戦
後
教
育
に
お
け

る
学
習
塾
の
位
置
づ
け
を
題
材
に
し
た
小
説
で
す
が
、
物

語
の
後
半
で
、
あ
る
若
者
が
家
庭
の
事
情
で
塾
に
行
け
な

い
子
ど
も
た
ち
に
無
償
で
勉
強
を
教
え
る
活
動
を
始
め

ま
す
。
そ
こ
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
が
、
無
償
の
た
め
に
活
動
者
が
疲
弊
し
て

行
き
詰
っ
て
し
ま
う
場
面
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

の
限
界
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
イ
ン
パ
ク
ト

　

二
回
目
の
調
査
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
が
そ
う
で

2017年度滋賀社会貢献活動知事表彰

認定特定非営利活動法人 おうみ犯罪被害者支援センター認定特定非営利活動法人 びわこ豊穣の郷
犯罪被害者支援で先進的な事業展開に取り組む豊かな自然を取り戻すため持続可能な活動を展開

▲事務局長の
　松村裕美さん

▲相談件数の推移

▲理事長の
　金﨑いよ子さん

▲外来水生植物の除去と湖岸清掃活動
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20周年記念特集●これからの市民活動を考える

　「誰もが生きていて良かったと思える
まちを作りたい」という思いから1999
年に活動を開始。次世代を担う子どもた
ちが高齢者を支える強い人に育つように
という想いから、高齢者支援事業と子育
て支援事業の2本柱で活動を展開してき
た。2001年にNPO法人取得。おうみ

NPO活動基金の
助成を受け、親子
で集う「ぽぽクラブ」を彦根市内6か所に拡充。また、
希望の場所へ出向く「ぽぽクラブキャラバン隊」を展
開し、遊びを通じて親子が向き合う場を提供してき
た。その他、活動は障害児通所施設の運営や三世代が
集う彦根市北老人福祉センターの指定管理運営に10
年間携わるなど多岐に渡っている。

　不安や悩みを抱える産後女性に、保健
師の専門性を生かした支援をと、2000
年に任意団体として活動開始。年間
1100件ものメール相談に一人で対応す
るなど大きな反響を得る。
　2008年、おうみNPO活動基金の助
成を受け、0歳児を抱える母親を対象に、

不安や心配ごとを
解決する健康教室や健康相談を実施。一人で始めた活
動に仲間が集まり、思いが共有され組織となり、仕組
みを社会の中に提案できるまでになった。2013年
には未来ファンドおうみの助成を受け、妊産婦が安心
して利用できる「ゆりかごタクシー」の運行を大津市
でスタート。2015年には県下全域で運行を実現さ
せた。

い
」と
い
う
意
識
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
を

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
活
か
せ
る
か
ど
う
か
が
鍵
で
す
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
社
会
的
認
知
度
は
高
ま
り
、
法
整
備
や
行
政
・
企

業
等
と
の
協
働
も
進
ん
で
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

経
由
の
寄
付
等
、
支
援
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
も
充
実

し
、
環
境
面
で
の
変
化
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
多
様
な
人
が
多
様
な
ス
タ
ン
ス
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で「
働
く
」
と
い
う

こ
と
も
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
根
付
い
て
き
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

色
々
な
ヒ
ト
が
様
々
な
カ
タ
チ
で

力
を
発
揮
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
な
る
た
め
に

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
原
動
力
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
や
利

他
心
に
求
め
る
だ
け
で
は
、
い
つ
か
限
界
が
訪
れ
ま
す
。

そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
活
動
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
今
の
若
者
に
は
、
企
業

で
働
き
、
結
婚
し
て
家
庭
を
持
ち
、
定
年
を
迎
え
る
と
い

う
普
通
の
生
き
方
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
過
労
死
・

過
労
自
殺
等
の
問
題
が
叫
ば
れ
る
中
、
働
き
方
や
社
会
と

の
関
わ
り
方
の
多
様
性
が
、
社
会
全
体
に
も
っ
と
受
容
さ

れ
、
理
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
春
公
開
さ
れ
た『
ち
ょ
っ
と
今
か
ら
仕
事
や
め
て

く
る
』と
い
う
映
画
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
寄
稿
す
る
機
会

を
得
ま
し
た
。
主
人
公
が
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で
自
殺
寸
前

ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
た
後
、
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
勉

強
を
教
え
る
活
動
で
再
出
発
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
結
末

は
原
作
本
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
深
く
感

じ
入
り
、「
こ
れ
ま
た
夢
物
語
の
よ
う
だ
が
、
実
は
そ
う

で
も
な
い
。
自
分
ら
し
い
椅
子
を
会
社
以
外
に
見
出
し

て
、
か
け
が
え
の
な
い
自
分
と
自
分
の
良
さ
を
社
会
に
活

か
し
て
い
る
人
は
大
勢
い
る
」と
書
き
ま
し
た
。
私
た
ち

に
は「
会
社
を
辞
め
た
ら
終
わ
り
」「
こ
の
道
し
か
な
い
」

と
い
う
価
値
観
が
根
強
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
呪
縛
か
ら

ど
う
逃
れ
る
の
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲子どもと高齢者がともに楽し
む場づくり

▲副理事長の
　福井久美子さん

▲理事長の
　押栗泰代さん

▲0歳児親子講座

淡海ネットワークセンター大賞表彰

認定特定非営利活動法人 NPO ぽぽハウス認定特定非営利活動法人 マイママ・セラピー
子育てと介護の2本柱で三世代が集う居場所づくりを実現産後の女性の悩みの相談から「ゆりかごタクシー」へ発展

　＜震災以前＞に比べると、＜震災以降・契機＞はより幅広く、多種多様な
活動に従事しています。NPO活動を経験や知識、技能を身につける手段と
して捉え、経験の幅を広げることを心掛けているのかもしれません。

●主な活動内容

震災以前 震災以降 震災契機
収入 将来有利 将来希望知識・技術

・経験

組織全体 個別プロ 会計経理 専門 広報 現場活動 震災以前 震災以降 震災契機

　＜震災以前＞は人づてで活動を始めているのに対して、＜震災以降＞はハ
ローワークを通じての公募、＜震災契機＞は自分で設立した人が増えていま
す。また、「収入を得るため」「新しい知識や技術、経験を得るため」「将来働く際
に有利な経験を得るため」という動機が＜震災以降・契機＞に目立っています。

●活動を始めた直接のきっかけ・動機

震災以前 震災以降 震災契機 収入 知識・技術・経験 将来有利

職場・仕事 友人・知人 ハローワーク 自分で設立 震災以前 震災以降 震災契機

　＜震災以前＞は「現在のNPO法人で継続して働いている」「働いていな
い」「分からない」に絞られるのに対して、＜震災以降・契機＞は様々な進
路を想定しているとはいえ、不確実性も大きく見通しが立っていません。

●三年後の働き方（有給職員のみ）

震災以前 震災以降

震災支援活動有

震災契機

現在のNPO
NPO設立
分からない 無回答

他のNPO 民間企業 経営者・自営
その他 働いていない公務員

自ら被災 家族等被災

震災以前 震災以降 震災契機
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20周年記念特集●これからの市民活動を考える

　県下のNPO等のご活躍により、この20年の間に地
域や社会の課題が解決され豊かな地域づくりに発展し
てきました。淡海ネットワークセンターとしては、こ
の大きな節目を契機として、これからの市民活動がよ
り充実し継続可能なものとなるよう、NPO活動にかか
わる人材育成、資金確保の方法等、今までの支援内容
に加えて、時代の変化に的確に対応し課題解決につな
げていくため、これまで以上に多様な人々との協働が
必要だと考えています。そのために県域の中間支援組
織として、心新たに先駆的な取り組みに注力してまい
ります。

　大津市比良地域の里山保全活動をテーマに
2003年、任意団体として活動を開始。2009年
に一般社団法人となり、非営利事業と収益事業の
両輪で活動に取り組んでいる。
　非営利事業として里山保全活動（手入れ、啓発
イベント、子どもの自然体験事業「キッズクラブ」
等）、収益事業として、獣害（イノシシ、猿、鹿）を

受けない赤シソを育て、そ
れを原料にした安全安心な
シソジュース「Hira Perilla
（ヒラペリラ）」を商品化、
製造販売量は増え続けている。原料の赤シソ収穫量の
増加が課題で、獣害のある農家や団体への呼びかけ、
メーカーとの信頼関係確立等、県外・海外を視野に活
動を広げている。

先生

記念講演
Part.2

大
学
生
の
方
々
が
活
動
に
参
加
さ
れ
、「
こ
う
い
う
風

な
と
こ
ろ
で
就
職
で
き
た
ら
い
い
な
ぁ
」
と
言
っ
て

く
れ
ま
す
が
、
ま
だ
有
償
で
働
け
る
人
は
誰
も
い
な

い
状
況
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
ど
の
よ
う
な
役
目
で
若
い

人
た
ち
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

今
、
教
育
現
場
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
触
れ
る
こ
と
が

増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
若
い
人
た
ち
の
捉
え
方
も
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
経
験
が
あ
る
人

と
な
い
人
で
は
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
が
違
っ
て
く
る

と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
学
校
と
連
携
を
と
っ
て
、
こ
れ
か

ら
様
々
な
可
能
性
を
持
つ
若
者
世
代
に「
種
ま
き
」
を

し
て
い
た
だ
け
た
ら
有
難
い
で
す
。

学
生
・
若
い
人
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す

る
考
え
方
は
ど
う
で
す
か
？  

活
動
に
触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
学
生
が
一
定
の
刺

激
を
受
け
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。
た
だ
現
状
は
新

卒
一
括
採
用
な
の
で
、
こ
こ
で
な
か
な
か
冒
険
で
き

ず
、
初
め
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
就
職
先
に
選
ぶ
の
は
難
し

い
で
す
ね
。
で
も
何
年
後
か
に
キ
ャ
リ
ア
を
見
直
す

に
あ
た
っ
て
選
択
肢
が
広
が
れ
ば
、
そ
れ
が「
種
ま

き
」の
成
果
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
で
は
二
、三
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
い
て
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
だ
後
、
企
業
で
働
く
と
い
う
道
が
あ
り
ま

す
が
、
日
本
で
企
業
が
採
用
シ
ス
テ
ム
を
変
え
な
い

限
り
、
こ
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
の
積
み
方
は
難
し
い

と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

企
業
側
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
推
奨
す
る

等
、
社
会
貢
献
活
動
に
関
わ
る
動
き
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
活
動
に
触
れ
た
こ
と
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
転
身
す

る
人
も
い
る
の
で
、
今
後
に
つ
い
て
は
肯
定
的
に
見

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
参
加
者
の
裾
野
が
広
が

り
、
様
々
な
人
が
関
わ
る
こ
と
で
、
活
動
そ
の
も
の

が
豊
か
に
な
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
さ
れ
て
い
る
立
場
か
ら
、
多
様
な
考

え
方
や
ス
タ
ン
ス
を
持
っ
た
人
が
関
わ
る
こ
と
を
ど

う
思
い
ま
す
か
？  

活
動
し
や
す
い
方
を
取
る
か
、
先
の
展
望
を
取
る
か
、

だ
と
思
い
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
い
ろ
ん
な
人
に
来

て
も
ら
っ
た
方
が
、
法
人
と
し
て
は
伸
び
し
ろ
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
事
業
を
す
る
中
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
知
識
や
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
が
集
ま
っ
て
く
る

と
い
い
な
あ
と
最
近
は
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
後
か
ら
参
加
し
て
き
た
自
分
な
り
の
志
を

持
っ
た
人
と
組
織
と
し
て
の
思
い
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
苦
労
し
ま
し
た
。
組
織
と
し
て
の
考
え
を
み
ん
な

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
広
げ
て
い
く
と
い
う
ス
タ
ン

ス
の
方
が
行
政
や
社
会
に
理
解
が
得
ら
れ
、
動
き
や

す
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
交
換

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

淡海ネットワークセンター大賞表彰

一般社団法人 比良里山クラブ
里山保全活動に収益事業を組み込み両輪で活動

今後に向けて

▲代表理事の
　三浦美香さん

▲収益の柱となる赤シソ
ジュース「Hira Perilla
（ヒラペリラ）」

浦
坂
先生

浦
坂
先生

浦
坂
先生

浦
坂
先生

　

多
く
の
人
が
活
動
に
加
わ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
考
え
方
や
ス

タ
ン
ス
の
違
い
で
苦
労
す
る
部
分
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
の
理
念
や
、
こ

う
い
う
人
に
来
て
欲
し
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
積
極
的
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
、
今
後
は
重
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

浦
坂
先
生
よ
り
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本を媒体に、自分の持つ可能性や
仲間との連帯感を広げる

　

近
江
八
幡
市
の
主
婦
を

中
心
と
し
た
読
書
活
動
は

昭
和
二
十
八
年
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
、

商
店
の
多
い
こ
の
地
域
で

は
、
女
性
が
「
本
を
読
む

く
ら
い
な
ら
家
事
に
励
み

な
さ
い
」
と
も
い
わ
れ
る

時
代
で
し
た
。
そ
ん
な
折
、

市
内
の
読
書
グ
ル
ー
プ
が
主
体
と
な
っ
て
集
ま
り
、

近
江
八
幡
読
書
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
が
発
足
し
た
の

は
昭
和
四
十
二
年
。
当
時
の
図
書
館
長
の
勧
め
も
あ
り
、

横
の
つ
な
が
り
を
強
め
よ
う
と
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
近
江
八
幡
で
読
書
運
動
が
活
発
で
あ
っ

た
の
は
、
す
で
に
明
治
六
年
に
私
立
文
庫
が
設
置
さ
れ

て
い
た
こ
と
や
、
近
江
商
人
が
商
売
だ
け
で
な
く
、
文

化
や
町
の
繁
栄
の
た
め
に
尽
く
し
て
き
た
こ
と
、
ま
た

図
書
館
と
市
民
と
の
関
わ
り
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
歴
史
あ
る
読
書
グ
ル
ー
プ
が
主
催
し
、
九
月

十
九
日
か
ら
九
月
二
十
四
日
ま
で
「
始
末
し
て
、
お
き

ば
り
や
す
～
八
幡
商
人
、
妻
た
ち
の
着
物
展
」
が
近
江

八
幡
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
の
近
江
八

幡
市
立
資
料
館
元
館
長
の
河
内
美
代
子
氏
に
よ
る
講
演

会
「
八
幡
商
人
の
妻
た
ち
暮
ら
し
の
知
恵
と
美
」
で
は
、

九
十
一
名
の
参
加
者
で
会
場
が
あ
ふ
れ
、
八
幡
商
人
を

支
え
た
女
性
た
ち
を
通
し
て
質
素
倹
約
に
励
み
な
が
ら

も
心
豊
か
な
暮
ら
し
ぶ
り
が
着
物
や
小
物
か
ら
学
べ
ま

し
た
。
展
示
会
の
来
場
者
も
三
百
三
十
七
名
と
、
地
域

の
歴
史
や
文
化
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
配
布
さ
れ
る
資
料
に
は
着
物
の
名
称
が
丁
寧
に

ひ
と
つ
ひ
と
つ
説
明
さ
れ
、
来
場
で
き
な
か
っ
た
方
か

ら
「
勉
強
し
た
い
の
で
資
料
が
ほ
し
い
」「
展
示
品
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
ま
と
め
て
一
冊
の
本
に
し

て
は
ど
う
か
」
と
い
う
要
望
も
き
て
い
ま
す
。

　
「
歴
史
・
文
化
を
後
世
に
残
す
こ
と
が
役
目
」
だ
と
語

ら
れ
る
と
お
り
、「
月
に
一
度
、
同
じ
本
を
読
み
、
感
想

を
言
い
合
う
」
会
と
「
文
学
散
歩
」
で
深
め
た
文
学
を
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
独
自
性
と
し
て
新
し
い
地
域
づ
く

り
へ
活
か
し
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー　

安
藤　

純
子
）

▲�「始末して、おきばりやす～八幡商
人、妻たちの着物展」

▲「八幡商人の妻たち暮らしの知恵
と美」

市民 ● 文化活動

代表●小椋ふじ子（おぐら　ふじこ）
設立●1967年1月
会員●80名
連絡先●近江八幡市中小森町95-11
　　　　TEL：0748-33-1889

近江八幡読書グループ連絡会

おうみ未来塾リレーエッセイ

未来塾の活動が実を結び
切り開かれていった人生

おうみ未来塾　第１期
セブン・ドロップス
広実　照美（ひろざね　てるみ）

　欠席すると「何故か損した気持ち」になっ
た「おうみ未来塾」でした。
　３人の子育てに専念していた専業主婦
だった私が、偶然にも市嘱託の公民館社会教
育指導員となり、そこで、地域で地道に活動
する多くの人との出会いがありました。
　指導員として、時には活動仲間の一員とし
て地域活動にも参加し、教えられ、協力し、
課題発見、課題解決策など、共に汗を流し活
動する満足感を得ました。
　そんな時、淡海ネットワークセンターの
「地域プロデューサー養成講座　未来塾」の
お誘いを受け、１期生としての活動がスター
トしたのです。
　１期生の仲間との環境を切り口とした地
域づくり「セブンドロップス」の一員として
の活動は、今の私の活動に大いに影響を与え
てくれました。
　守山にも活動団体の支援や情報提供、交流
等の活動拠点となる施設設置に向けた「ふれ
あいネット」としての活動が実を結び、守山
市民交流センターが設置されました。
　様々な人との出会いから想いを共有する
仲間としてのつながり、苦しみも喜びも分か
ち合える行動が、自分が想像もしていなかっ
た人生が切り開かれました。
　不思議なことに、今は市民交流センターの
所長としての職務についています。
　今も、それぞれの仲間との活動の継続、職
務として市内の活動団体の充実、支援と、ま
だやれる活動があり、与えられる仕事がある
喜びと良き人との出会いに感謝する日々で
す。

2017年度　湖国文学活動応援むらさき基金助成団体
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市民活動・人・企業との出会い広がる情報交流誌
「おうみネット」　掲載広告募集中！

★発行部数10，000部　
★県内外の配布先約2,000カ所
★１枠（横9.3cm×縦3.5cm）15，000円

詳細は、当センターまでお問い合わせください！

　　　　　

この印刷物は大豆油インキを包含した植物油インキを使用しています。

このコーナーに関するお問い合せは淡海ネットワークセンターまで

編集後記

　

　　　　
　　　　

●情報交流誌「おうみネット」は登録いた
だいている県内外の団体・個人のほか、
次のところに配布しています。（50音順）

関西アーバン銀行、京都信用金庫、県内
公民館、県内公立施設、県内市民活動支
援センター、県内社会福祉協議会、県内
市役所・役場、県内図書館、県内中学校・
高校・大学、滋賀銀行、滋賀県信用組合、
滋賀県庁、生活協同コープしが、他

　未来ファンドおうみ助成事業の募集が始まります。募集にかかる説
明会を開催します。多くの方のご参加・ご応募をお待ちしています。

助成事業

①おうみNPO活動基金助成
②びわこ市民活動応援基金助成
③びわ湖の日基金助成
④積水化成品基金助成
⑤笑顔あふれるコープしが基金助成

応募受付期間

2017年11月21日～2018年1月16日
1月16日（火）17時　必着

説明会

草津会場／草津市立まちづくりセンター
12月1日（金）	 18:00～ 19:30
大津会場／淡海ネットワークセンター
12月2日（土）	 10:00～ 11:30
米原会場／米原公民館
12月5日（火）	 15:00～ 16:30
水口会場／自主活動センターきずな
12月12日（火）	 14:00～ 15:30	
今津会場／今津東コミュニティセンター
12月15日（金）	 18:00～ 19:30	
大津会場／淡海ネットワークセンター
12月19日（火）	 10:00～ 11:30
※詳しくは、当センターホームページをご覧下さい。（担当：北村）

※下記１・２の施行日は平成29年4月1日
１．事業報告書等の備置期間が５年間に延長
２．申請等の書類縦覧期間が１か月間に短縮
３．�内閣府NPO法人ポータルサイトにおける情報提供の拡大(平成28
年6月7日施行)

４．貸借対照表の公告　※施行日未定
１）�毎年度、貸借対照表を公告することとなり、「資産の総額」の登記は不要。
※ただし、本規定施行日までは、「資産の総額」の登記が必要です。
２）公告方法・公告期間
　①官報に掲載（年度毎）
　②日刊新聞紙に掲載（年度毎）
　③電子公告（法人ＨＰ等）（約５年間）
　④公衆の見やすい場所に掲示（１年間が想定されており、内閣府令で規定予定）
３）�現在の公告方法とは別の方法で貸借対照表を公告する場合は、定款変更が必要
【定款記載例】
（公告の方法）
　第�○条　この法人の公告は、この法人の掲示場に提示するとともに、
官報に掲載して行う。ただし、第28条の2第1項に規定する貸借
対照表の公告については、○○に掲載して行う。

　　※下線部については、下記記載例を参照。
　①官報：「官報に掲載して行う。」
　②日刊新聞紙：「○○県において発行する○○新聞に掲載して行う。」
　③電子公告：
【法人のホームページの場合】
「この法人のホームページに掲載して行う。」
【内閣府ＮＰＯポータルサイトの場合】
「内閣府NPOポータルサイト（法人入力情報欄）に掲載して行う。」
【滋賀県協働ポータルサイトの場合】
�「滋賀県協働ポータルサイト（NPO法人の貸借対照表の公告）に掲載して行う。」
　④ 主たる事務所の公衆の見やすい場所：
　「この法人の主たる事務所の掲示場に掲示して行う。」
４）定款変更の時期
　※施行日を平成30年10月1日と仮定した場合
　①３月末決算（総会の開催が6月頃）
　　◆平成30年6月開催の総会で議決
　②９月末決算（総会の開催が12月頃）
　　◆平成29年12月開催の総会で議決
※�公告方法変更による定款変更は、所轄庁（滋賀県）への届出が必要となります。

１．役員報酬規程等備置期間が５年間に延長
２．海外送金等に関する書類は毎事業年度1回の事後提出
３．「仮認定」NPO法人の名称が「特例認定」NPO法人に変更

募　集 2018年度未来ファンドおうみ
助成事業の募集

お知らせ 特別非営利活動促進法(NPO法）の
一部改正への対応は進んでいますか？

●2017　冬号●

104

⑥ナカザワNEOフレンドシップ基金助成
⑦げんさん食育NPO基金助成
⑧湖国文学活動応援むらさき基金助成
⑨びわ湖源流の木遣い応援
　もえぎ基金助成

すべてのNPO法人が対象です

認定・仮認定法人が対象です

　NPO団体の皆さまが、ひとつひとつの課題に対
して真心を込めて取り組まれてきた活動がとて
も伝わる記念事業でした。日本で代表的なサー
バントリーダー賀川豊彦氏のように、立ち上げら
れたそれぞれの強い想いと実践の中から実を結
んだ結果は、これからの事業や活動へ希望を与え
てくれるのではないでしょうか。記念事業当日、
ご参加の皆さまといただいた「Hira Perilla」もと
ても美味しかったです！

（淡海ネットワークセンター　安藤　純子）




